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出町ゆかり

高
槻
市
の
物
価
高
騰
対
策

高
槻
市
の
物
価
高
騰
対
策

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
、
原
油
価
格
や
電
気
・
ガ
ス
料
金
を
含
む

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
市
民
や
事
業
者
の
負
担
軽
減
を
目
的

に
創
設
さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し
て
、
高
槻
市
が
実
施
す
る
事
業
の
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

　

生
活
福
祉
資
金
の
特
例
貸
付
を
終
了
し
た
世
帯
に
対
し
て
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
金
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

　

月
額
で
単
身
世
帯
６
万
円
、
２
人
世
帯
８
万
円
を
３
か
月
支
給

さ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
３
か

月
延
長
さ
れ
６
か
月
間
支
給
さ
れ
ま
す
。
申
請
期
限
は
６
月
末
ま

で
で
し
た
が
８
月
末
ま
で
延
長
し
ま
す
。
求
職
活
動
を
し
て
い
る

こ
と
が
条
件
に
な
っ
て
お
り
、
月
２
回
以
上
と
し
て
い
る
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
で
の
就
業
相
談
や
、
原
則
、
週
１
回
の
企
業
応
募
等
を

そ
れ
ぞ
れ
月
１
回
に
緩
和
し
ま
す
。

国
の
生
活
支
援
制
度
の

さ
ら
な
る
充
実
を
求
め
ま
す

国
の
生
活
支
援
制
度
の

さ
ら
な
る
充
実
を
求
め
ま
す

６
月
議
会

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
の
申
請
期
限
延
長

　

コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
の
影
響
も
あ
り
、食
糧
不
足
に
な
れ
ば
、

長
期
に
物
価
高
の
影
響
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
生

活
に
困
窮
す
る
人
が
増
え
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
家
賃
を
一
時
的

に
補
助
す
る
「
住
宅
確
保
給
付
金
」
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
に
位
置
づ
け
、生
活
困
窮
者
対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

支
援
金
に
つ
い
て
も
、
支
援
法
に
位
置
付
け
て
恒
久
的
な
制
度
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

支
援
金
の
制
度
化
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
（
主
た
る
生
計
維

持
者
の
）
収
入
が
減
少
し
た
世
帯
に
保
険
料
の
減
免
を
行
い
ま
す
。

　

減
免
が
受
け
ら
れ
る
条
件
に
つ
い
て
は
、
３
割
以
上
の
収
入
減

少
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
。
前
年
の
所
得
の
合
計
が
１
０
０
０
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と
。
収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
種
類
の
所
得
以
外

の
前
年
の
所
得
合
計
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
国
保
・
介
護
減
免

　

コ
ロ
ナ
減
免
の
収
入
基
準
は
、
前
年
の
収
入
か
ら
３
割
以
上
減
っ

た
場
合
に
対
象
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年
の
収
入
は
、
す
で
に

落
ち
込
ん
で
い
る
状
態
で
す
。
日
本
共
産
党
は
コ
ロ
ナ
以
前
の
収
入

を
基
準
に
、
３
割
落
ち
込
め
ば
減
免
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
求
め

て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
前
の
収
入
を
基
準
に
減
免
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
改
善
を

①
水
道
料
金
の
基
本
料
金
を
４
カ
月
無
料
に
し
ま
す

　

一
般
家
庭
の
基
本
料
金
は
月
額
・
税
込
７
５
９
円
で
す
。
奇

数
月
検
針
の
場
合
は
７
月
〜
10
月
の
使
用
分
（
９
月
・
11
月
検

針
分
）。偶
数
月
検
針
の
場
合
は
８
月
〜
11
月
の
使
用
分（
10
月
・

12
月
検
針
分
）
で
す
。

②
小
学
校
給
食
費
を
無
料
に
：
８
月
29
日
（
夏
休
み
明
け
）
〜
来

年
３
月
23
日
ま
で

　

高
槻
市
で
は
、
今
年
４
月
か
ら
中
学
校
で
給
食
費
を
無
料
に

し
ま
し
た
。
小
学
校
は
、
期
間
限
定
で
す
が
無
料
に
し
ま
す
。

　

急
激
な
物
価
高
騰
に
よ
り
学
校
給
食
費
を
値
上
げ
す
る
自
治

体
が
あ
り
、
子
育
て
家
庭
の
重
い
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
義

務
教
育
の
無
償
化
を
定
め
た
憲
法
26
条
に
基
づ
い
て
、
国
の
責

任
に
よ
る
学
校
給
食
の
無
償
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
日
本
共
産

党
は
、
小
学
校
の
給
食
費
に
つ
い
て
も
期
間
限
定
で
は
な
く
継

続
し
て
無
料
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

③
公
共
交
通
事
業
者
へ
の
特
別
応
援
金

　

市
内
に
営
業
所
を
置
く
、
乗
合
バ
ス
事
業
者
（
高
速
バ
ス
を

除
く
）、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
給
付
。
支
給
額
は
バ
ス
１
台
に

つ
き
６
万
円
、
タ
ク
シ
ー
１
台
に
つ
き
２
万
円
で
す
。

④
社
会
福
祉
法
人
へ
の
特
別
応
援
金

　

高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
施
設
を
経
営
す
る
社
会
福
祉

法
人
に
対
し
て
20
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

⑤
就
学
前
の
教
育
・
保
育
施
設
へ
の
特
別
応
援
金

　

認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
・
幼
稚
園
に
対
し
て
20
万
円
を
支

給
。
小
規
模
保
育
事
業
所
は
10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。
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三
島
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
今
年
６
月
末
で
閉
院
す
る
こ
と
に

伴
い
、
大
阪
府
医
科
大
学
病
院
が
７
月
１
日
付
で
大
阪
府
か
ら
三

次
救
急
医
療
機
関
の
認
定
を
受
け
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
配
備

さ
れ
ま
す
。

　

三
島
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
年
間
６
億
円
を
超
え
る
行
政
支
援

（
国
・
府
：
1.5
億
円
、
高
槻
市
、
茨
木
市
、
摂
津
市
、
島
本
町
の
３

市
１
町
：
4.5
億
円
）
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
３
市
１
町
は
、
今
後

10
年
間
で
45
億
円
を
上
限
に
支
援
す
る
方
針
で
す
。
し
か
し
、
７

月
以
降
は
運
営
形
態
が
単
独
型
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
大

学
病
院
併
設
型
へ
と
変
更
に
な
る
こ
と
か
ら
、
国
・
府
の
補
助
金

が
減
額
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
３
６
５
日
24
時
間
稼
働
す
る
た
め
、

不
採
算
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
と
大
阪
府

の
支
援
額
が
10
年
間
で
15
億
円
に
満
た
な
い
場
合
は
、
議
会
で
の

議
決
を
前
提
と
し
た
上
で
、
そ
の
不
足
分
を
高
槻
市
が
支
援
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
新
た
な
財
政
支
援
に
つ
い
て
、
学
校
法
人

大
阪
医
科
薬
科
大
学
と
確
認
書
を
締
結
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。 福

祉
企
業
委
員
会
協
議
会
に
示

さ
れ
た
計
画
　
6
月
15
日

三
島
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
移
転

新
た
な
救
急
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

三
島
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
移
転

新
た
な
救
急
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

福
祉
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
整
備
に
つ
い
て

（仮称）
福
祉
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
整
備
に
つ
い
て

●
市
の
基
本
的
な
整
備
の
考
え
方

新たな救命救急センターの体制
運営形態

病床数

特　色

常勤医師数

施設・整備

大学病院併設型救命救急センター

41床（内　ICU８床、HCU12床）
ICU８床の内４床は、新型コロナ感染症に対応可能
現在の体制：41床（内　ICU８床、HCU８床）

・救命救急センター専用のCT室及びエックス線室、蘇生室
2室を確保
・院内でMRI、内視鏡等検査体制を確保

・大学病院併設型救命救急センターとなることで、各専門
医の後方支援体制が強化され、守備範囲の広い救命救急
医療により搬送困難救急患者の受け入れが可能となる。
・三次救急患者対応専用の蘇生室を2室配置することで、
重症救急患者の同時受入れが可能となる。

20名
現在の体制：10名（2022年3月31日現在）

（仮称）
　

高
槻
版
の
地
域
共
生
社
会
モ
デ
ル
と
し
て
、
地
域
の
つ
な
が
り

や
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童
等
の
各
福
祉
分
野
を
横
断
し
た
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、植
木
団
地
を
活
用
し
、「（
仮
称
）

福
祉
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
の
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
困
難
を
抱
え
る
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
に
そ
の
役
割
を
押
し
付
け
る
こ

と
な
く
行
政
が
責
任
を
も
っ
て
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
そ
の
立
場
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
求
め
て
い

き
ま
す
。

　

生
活
上
の
困
難
を
抱
え
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も
な
ど

が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
生

活
の
中
で
本
人
に
寄
り
添
っ
て
支
援
を
し
て
い
く
観
点
か
ら
整
備

を
す
す
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

●
空
間
の
コ
ン
セ
プ
ト

福
祉
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
過
ご
す
人
、
訪
れ
る
人
、
す
べ
て
の
人
が

　
・
安
心
し
て
過
ご
せ
る
空
間
で
あ
る
こ
と

　
・
希
望
を
持
ち
、
夢
を
育
め
る
空
間
で
あ
る
こ
と

　
・
人
や
地
域
社
会
と
関
わ
り
合
い
を
持
て
る
こ
と

　
・
地
域
や
訪
れ
る
人
の
た
め
に
役
割
を
持
て
る
こ
と

●
想
定
機
能

福
祉
機
能
・
・
・
・
・
・
・
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど
も
の
福

祉
施
設
や
福
祉
事
業

交
流
創
造
機
能
・
・
・
・
・
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
集
い
・
交
流
で
き
る
場
所

に
ぎ
わ
い
創
造
機
能
・
・
・
地
域
の
方
た
ち
も
日
常
的
に
過
ご
せ

る
楽
し
め
る
施
設
・
場
所

防
災
機
能
・
・
・
・
・
・
・
災
害
時
に
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い

方
に
向
け
た
防
災
機
能

教
育
機
能
・
・
・
・
・
・
・
近
隣
小
中
学
校
と
の
教
育
連
携
活
動
、

講
座
開
催
、
将
来
の
福
祉
人
材
づ
く
り
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